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は
じ
め
に

　

白
河
藩
主
・
松
平
定
信
（
一
七
五
八
～
一
八
二
九
）
は
、
老
中
時
代
に
寛
政
の
改
革
を
行
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
老
中
退
任
後
は
白
河
藩
の
藩
政
に
専
念
し
、
名
君
と
う
た
わ
れ
た
。
一

方
、
定
信
は
学
問
を
好
み
、
文
学
や
芸
術
を
愛
す
る
文
化
人
で
あ
っ
た
。
絵
を
描
き
、
歌
を
詠
み
、

多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。「
ふ
る
き
も
の
」
す
な
わ
ち
古
い
書
画
や
工
芸
品
な
ど
今
で
い
う
文

化
財
へ
の
関
心
も
高
く
、
古
物
を
見
、
写
し
、
集
め
る
こ
と
に
も
熱
心
だ
っ
た
。

　

定
信
は
自
身
が
旅
の
途
中
で
古
物
を
尋
ね
る
ほ
か
、
家
臣
を
全
国
各
地
に
派
遣
し
、
社
寺
や
諸
家

に
伝
わ
る
古
物
を
調
べ
、
写
し
取
ら
せ
た
。
全
八
十
五
冊
か
ら
な
る
文
化
財
図
録
『
集
古
十
種
』

（
一
七
八
〇
年
序
）
の
編
纂
・
出
版
は
、
そ
れ
ま
で
の
文
化
財
調
査
の
集
大
成
と
い
え
る
。

　

定
信
は
盛
岡
藩
領
内
に
あ
る
古
鎧
に
も
関
心
を
持
ち
、
そ
の
絵
図
を
欲
し
た
。
こ
の
依
頼
に
応

え
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）、
盛
岡
藩
で
は
櫛
引
八
幡
宮
と
八
戸
弥
六
郎
家
（
遠
野
南
部
家
）
に

所
蔵
さ
れ
る
古
鎧
の
絵
図
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
翌
文
化

四
年
（
一
八
〇
七
）、
定
信
は
白
河
藩
士
・
田
井
仲
（
諱
・
元
陳　

生
没
年
不
詳
）
と
絵
師
・
大
野

文
泉
（
後
に
巨
野
泉
祐　

一
七
七
四
～
一
八
三
七
）
を
現
地
に
派
遣
し
、
古
鎧
を
摸
写
さ
せ
た
。
本

稿
で
は
、
こ
の
古
鎧
調
査
の
顛
末
を
種
々
の
記
録
類
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一　

松
平
定
信
が
盛
岡
藩
領
内
の
古
鎧
絵
図
を
所
望

　
（
一
）　

松
平
定
信
か
ら
の
依
頼
と
盛
岡
藩
の
対
応

　

盛
岡
藩
「
御
用
人
所
雑
書
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）
に
は
、
松
平
越
中
守
こ
と
定
信
か
ら
、

盛
岡
藩
領
内
に
あ
る「
古
代
之
鎧
」の
写
が
見
た
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
写

真
１
）。

盛
岡
藩
「
御
用
人
所
雑
書
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

　

文
化
三
年
三
月
十
二
日
（
一
八
〇
六
）

　
　
　
　

三
月
十
二
日　
　

舎
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
蔵

一
、
松
平
越
中
守
様
よ
り　

此
方
様
御
家
中
、
并
神
社
之
内
、
古
代
之
鎧
御
在
合
之
由
御
承
知

被
成
、
写
に
て
も
御
覧
被
成
度
旨
、
御
留
守
居
迄
申
来
候
旨
、
江
戸
表
よ
り
以
御
用
状
申

来
候
間
、
御
家
老
中
え
も
申
達
、　

御
前
え
も
相
伺
置
、
八
戸
弥
六
郎
方
に
有
之
に
付
、

安
兵
衛
方
罷
越
、
内
々
申
聞
候
処
、
写
取
差
出
候
旨
挨
拶
有
之
、
外
に
八
幡
普
門
院
に
も

有
之
趣
相
聞
得
候
付
、
寺
社
奉
行
毛
馬
内
伴
治
え
申
遣
候
様
申
達
之

松
平
定
信
に
よ
る
盛
岡
藩
領
内
の
古
鎧
調
査

齋　

藤　

里　

香　
　

写真 1　盛岡藩「御用人所雑書」

文化 3年（1806）3月 12日条

もりおか歴史文化館蔵

一
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
平
定
信
が
盛
岡
南
部
家
の
家
中
並
び
に
領
内
の
神
社
の
内
に
古
代
の
鎧
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
写
を
見
た
い
と
の
意
向
を
盛
岡
藩
の
江
戸
留
守
居
ま
で
伝
え
て
き
た

旨
、
江
戸
か
ら
盛
岡
へ
御
用
状
で
知
ら
せ
て
来
た
の
で
、
家
老
た
ち
へ
も
知
ら
せ
、
御
前
（
盛
岡
藩

主
・
南
部
利
敬
）
に
も
伺
っ
て
お
い
た
。
八
戸
弥
六
郎
方
（
遠
野
南
部
家
）
に
あ
る
の
で
、（
御
用
人
・

中
野
）
安
兵
衛
が
罷
り
越
し
、
内
々
聞
い
た
と
こ
ろ
、
写
し
取
っ
て
差
し
出
す
と
の
挨
拶
で
あ
っ

た
。
外
に
八
幡
普
門
院
（
櫛
引
八
幡
宮
別
当
）
に
も
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
寺
社
奉
行
・
毛
馬

内
伴
治
へ
連
絡
す
る
よ
う
伝
え
た
と
い
う
。

　

八
戸
弥
六
郎
方
の
古
鎧
は
後
醍
醐
天
皇
ご
着
用
と
も
い
わ
れ
、「
八
戸
家
伝
記
」
に
み
え
る
五
代

南
部
政
長
が
後
村
上
天
皇
よ
り
拝
領
と
伝
え
る
由
緒
あ
る
も
の
で
、
当
時
は
「
黒く
ろ

札ざ
ね

花は
な

色い
ろ

威お
ど
し

胴ど
う

丸ま
る

之の
よ
ろ
い鎧
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在
は「
紺こ
ん

糸い
と

威お
ど
し

胴ど
う

丸ま
る　

兜
・
大
袖
付
」と
し
て
国
の
重
要
文
化
財（
以

下
、
重
文
）
に
指
定
さ
れ
、
財
団
法
人
林
原
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
２
）。
八
戸
氏

は
南
部
氏
の
一
族
で
、
も
と
八
戸
の
根
城
を
本
拠
と
し
、
江
戸
時
代
に
遠
野
に
移
っ
た
。
八
戸
弥

六
郎
（
怡と
も

顔つ
ら　

一
七
五
一
～
一
八
一
七
）
は
遠
野
南
部
家
の
当
主
で
、
盛
岡
藩
の
重
臣
で
あ
る
。

　

八
幡
普
門
院
の
古
鎧
は
す
な
わ
ち
、
櫛
引
八
幡
宮
所
蔵
の
古
鎧
で
あ
る
。
国
宝
「
赤あ
か

糸い
と

威お
ど
し

鎧
よ
ろ
い

　

兜
・
大
袖
付
」（
写
真
３
）、
国
宝
「
白し
ろ
い
と糸
威お
ど
し

褄つ
ま

取ど
り

鎧よ
ろ
い　

兜
・
大
袖
付
」（
写
真
４
）、
重

文
「
紫
む
ら
さ
き
い
と糸
威お
ど
し
か
た
し
ろ
あ
さ

肩
白
浅
黄あ
さ
ぎ

鎧よ
ろ
い　

兜
・
大
袖
付
」（
写
真
５
）、
重
文
「
兜か
ぶ
と　

浅あ
さ

黄ぎ

威お
ど
し

肩か
た

赤あ
か

大お
お

袖そ
で

二
枚
付
」（
写
真
６
）、
重
文
「
白し
ろ

糸い
と

威お
ど
し

肩か
た

赤あ
か

胴ど
う

丸ま
る　

兜
・
大
袖
付
」（
写
真
７
）
が

該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
青
森
県
八
戸
市
に
あ
る
櫛
引
八
幡
宮
は
、
南
部
領
の
総
鎮
守
・
南
部
一
之

宮
と
し
て
崇
敬
を
集
め
て
来
た
。
櫛
引
八
幡
宮
の
社
地
は
盛
岡
藩
領
で
、寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

に
八
戸
藩
が
成
立
し
た
後
も
盛
岡
藩
の
飛
び
地
と
し
て
残
さ
れ
た
。「
赤
糸
威
鎧
」
は
一
説
に
盛

岡
（
三
戸
）
南
部
家
の
奉
納
と
伝
え
ら
れ（
１
）、「
白
糸
威
褄
取
鎧
」
は
「
八
戸
家
伝
記
」
に
み
え

る
根
城
（
遠
野
）
南
部
家
七
代
信
光
が
後
村
上
天
皇
か
ら
拝
領
し
、
十
代
光
経
が
奉
納
し
た
鎧
と

伝
え
ら
れ
る
。

　

松
平
定
信
は
、
盛
岡
藩
領
内
に
あ
る
こ
れ
ら
の
古
鎧
に
つ
い
て
、
写
し
絵
図
な
り
と
も
取
り
寄
せ

て
見
た
い
と
考
え
た
訳
で
あ
る
。
小
林
め
ぐ
み
氏
は
、
定
信
は
古
物
の
消
失
を
恐
れ
、
そ
れ
に
備
え

る
こ
と
、
古
物
か
ら
昔
の
制
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
情
報
収
集
を
行
い
、
情
報
の
伝
達
・
保
存

の
手
段
と
し
て
〝
画
〟
を
選
ん
だ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
集
古
十
種
』
に
収
録
さ
れ
た
古
物

の
中
に
は
、
定
信
家
臣
ら
の
実
地
調
査
に
よ
ら
ず
、
模
本
か
ら
下
絵
を
起
こ
し
た
も
の
が
あ
り
、
春

日
大
社
の
鎧
も
そ
の
一
例
と
い
う（
２
）。『
集
古
十
種
』
出
版
後
も
調
査
が
続
け
ら
れ
、
後
編
の
企
て

も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
今
回
の
依
頼
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
（
二
）　

八
戸
弥
六
郎
家
（
遠
野
南
部
家
）
の
古
鎧
の
絵
図
①

　
「
御
用
人
所
雑
書
」
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
八
戸
弥
六
郎
家
所
蔵
の
古
鎧
は
八
戸
家
で

写
し
取
り
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
藤
田
俊
雄
氏
に
よ
っ
て
遠
野
南
部
家

文
書
（
根
城
南
部
家
文
書　

南
部
光
徹
氏
蔵
）
の
記
録
が
紹
介
さ
れ
て
お
り（
３
）、
関
係
資
料
は
『
青

森
県
史　

資
料
編　

中
世
１
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る（
４
）。

〔
遠
野
南
部
家
文
書　

史
料
一
〕

松
平
越
中
守
様
古
代
之
鎧
写
被
成
御
覧
度
、
其
旨
御
留
守
居
よ
り
桜
田
御
屋
敷
御
留
守
居

迄
文
化
二
年
七
月
之
頃
申
来
候
処
、
何
角
及
延
引
、
同
三
年
三
月
十
一
日
、
此
方
所
持
之

鎧
も
計
附
書
上
候
様
、
御
用
人
一
統
達
之
趣
に
て
御
用
人
中
野
安
兵
衛
殿
入
来
之
上
申
聞

候
間
、
古
代
之
鎧
と
有
之
候
得
は

後
村
上
帝
よ
り
拝
戴
之
鎧
書
上
可
申
哉
及
挨
拶
候
得
は
、
左
様
可
致
挨
拶
に
て
、
同
年
四

月
八
日
安
兵
衛
殿
相
招
書
上
差
出
候
、
鎧
之
計
付
并
絵
図
、
右
鎧
之
由
緒
覚
書
共
に
安
兵

衛
殿
望
に
付
差
出
候
扣
、
覚
書
一
通
、
鎧
計
附
一
通
、
絵
図
五
枚

　
　
　
　
　

但　

由
緒
覚
書
は

　
　
　
　
　
　
　

天
量
院
様
御
代
中
、
鎧
被
遊
御
覧
候
砌
書
上
候
家
系
伝
記
之
写
に
候

写真 8　遠野南部家文書〔史料一〕

南部光徹氏蔵

二
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写真 4　白糸威褄取鎧　兜・大袖付

国宝

南北朝時代　14 世紀

櫛引八幡宮蔵

写真 3　赤糸威鎧　兜・大袖付

国宝

鎌倉～南北朝時代　14世紀

櫛引八幡宮蔵

写真 2　紺糸威胴丸　兜・大袖付

重要文化財

南北朝時代　14 世紀

（財）林原美術館蔵

写真 7　白糸威肩赤胴丸　兜・大袖付

重要文化財

室町時代　15 世紀

櫛引八幡宮蔵

写真 6　兜　浅黄威肩赤大袖二枚付

重要文化財

南北朝～室町時代　14～15世紀

櫛引八幡宮蔵

写真 5　紫糸威肩白浅黄鎧　兜・大袖付

重要文化財

南北朝時代　14 世紀

櫛引八幡宮蔵

三
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〔
史
料
一
〕
に
よ
れ
ば
、
松
平
定
信
か
ら
の
依
頼
は
留
守
居
を
介
し
て
桜
田
屋
敷
（
盛
岡
藩
江
戸

上
屋
敷
）
留
守
居
ま
で
文
化
二
年
七
月
頃
に
あ
っ
た
が
何
か
と
延
引
し
た
。
文
化
三
年
三
月
十
一
日

に
御
用
人
・
中
野
安
兵
衛
が
来
て
、
八
戸
弥
六
郎
家
で
所
持
す
る
鎧
も
書
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
あ
る
の
で
、
先
の
「
御
用
人
所
雑
書
」
の
記
載
は
そ
の
翌
日
の
も
の
で
あ
る
。
八
戸
家
で
は
、
同

年
四
月
八
日
に
安
兵
衛
を
招
き
、「
後
村
上
帝
よ
り
拝
戴
之
鎧
」
の
「
計
附
」
並
び
に
「
絵
図
」、「
由

緒
覚
書
」
を
差
し
出
し
た
。
た
だ
し
、「
由
緒
覚
書
」
は
天
量
院
様
（
盛
岡
藩
主
・
南
部
利
視
）
が

鎧
を
ご
覧
に
な
っ
た
際
に
書
き
上
げ
た
家
系
伝
記
の
写
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
外
の
「
計
附
」
と
「
絵

図
」
は
新
た
に
作
成
し
た
こ
と
に
な
る
。「
計
附
」
は
今
で
い
え
ば
文
化
財
調
書
の
よ
う
な
も
の
で
、

鎧
の
特
徴
や
仕
様
を
記
し
た
文
書
で
あ
る
。
遠
野
南
部
家
文
書
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
「
覚
書
一
通
」

「
鎧
測
附
一
通
」「
絵
図
五
枚
」
の
控
と
み
ら
れ
る
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
（
写
真
９
）（５
）、
一
連
の

経
過
は
「
怡
顔
代　

重
代
鎧
松
平
越
中
守
様
御
家
来
田
井
仲
殿
参
候
始
終
并
御
賞
之
事
」（
以
下
、「
重

代
鎧
之
事
」）（
６
）か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
重
代
鎧
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
松
平
家
か
ら
の
依
頼
は
七
月
二
十
五
日
付
の
手
紙
で
あ
っ
た
。
翌

年
三
月
十
一
日
の
御
用
人
・
中
野
安
兵
衛
の
来
意
を
受
け
、
八
戸
家
で
は
同
月
二
十
八
日
立
ち
で
鎧

を
遠
野
城
か
ら
盛
岡
の
屋
敷
へ
取
り
寄
せ
た
。
四
月
二
日
か
ら
絵
師
と
具
足
師
を
招
い
て
写
を
作
成

し
、
七
日
に
写
し
終
わ
っ
た
と
い
う
。〔
史
料
一
〕
に
は
、
四
月
八
日
に
安
兵
衛
を
招
い
て
鎧
の
絵

図
等
を
差
し
出
し
た
と
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
「
御
用
人
所
雑
書
」
に
は
記
載
が
な
い
。

　
（
三
）　

八
戸
弥
六
郎
家
（
遠
野
南
部
家
）
の
古
鎧
の
絵
図
②

　

遠
野
南
部
家
文
書
に
は
さ
ら
に
、「
櫛
引
八
幡
宮
奉
納
鎧
之
絵
図　

文
化
二
年
楽
翁
公
臣
」
と
題

さ
れ
た
巻
物
が
あ
る（
写
真
10
）。
内
容
は
八
戸
家
所
蔵
の「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
」の
計
測
図
で
、

彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
は
次
の
と
お
り
の
前
書
が
あ
る
〔
史
料
二
〕（７
）。

〔
遠
野
南
部
家
文
書　

史
料
二
〕

遠
野
御
兵
具
蔵
に
被
差
置
候
御
家
伝
記
に
相
見
得
候
通
御
由
緒
有
之
候
御
鎧
写
御
覧
被
成

度
、
文
化
二
年
松
平
越
中
守
様
御
留
守
居
よ
り
桜
田
御
屋
敷
御
留
守
居
迄
被
仰
越
候
段
、

盛
岡
表
御
用
人
一
統
よ
り
御
達
之
義
、
中
野
安
兵
衛
殿
御
屋
敷
え
御
見
舞
之
上
御
通
達
有

之
候
に
付
、
櫛
引
八
幡
え
御
奉
納
御
鎧
之
絵
図
并
目
録
入
袋
上
書
之
通
趣
を
以
写
相
済
候

処
、
文
化
四
年
八
月
、
越
中
守
様
御
家
中
田
井
仲
・
大
野
文
泉
御
差
下
被
成
候
趣
共
に
委

細
之
義
は
別
記
に
認
置

　

遠
野
御
兵
具
蔵
に
置
か
れ
て
い
る
御
家
伝
記
に
見
え
る
と
お
り
の
由
緒
あ
る
鎧
の
写
を
ご
覧
に

な
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
文
化
二
年
松
平
越
中
守
様
御
留
守
居
よ
り
桜
田
屋
敷
御
留
守
居
ま
で
申

し
出
が
あ
っ
た
。
盛
岡
表
の
御
用
人
一
統
よ
り
の
お
達
し
に
つ
き
、
中
野
安
兵
衛
殿
が
屋
敷
へ
訪

問
の
上
、
通
達
が
あ
り
、
櫛
引
八
幡
へ
奉
納
の
鎧
絵
図
並
び
に
目
録
入
り
袋
の
上
書
の
と
お
り
の

事
情
で
写
し
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
、
文
化
四
年
八
月
、
越
中
守
様
家
中
の
田
井
仲
・
大
野
文
泉
が
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
委
細
の
義
は
別
記
に
認
め
て
お
く
。
と
い
う
内
容
。

　

思
う
に
、
こ
の
前
書
に
あ
る
「
櫛
引
八
幡
え
御
奉
納
御
鎧
之
絵
図
并
目
録
入
袋
上
書
」
と
い
う

の
は
、
前
段
で
見
た
遠
野
南
部
家
文
書
の
〔
史
料
一
〕（
写
真
８
）
を
指
し
、
こ
の
前
書
を
書
い
た

者
は
、
八
戸
家
の
「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
」
を
櫛
引
八
幡
宮
へ
奉
納
し
た
鎧
と
誤
解
し
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
図
」
に
「
櫛
引
八
幡
宮
奉
納

鎧
之
絵
図
」
の
題だ
い
せ
ん箋
が
あ
る
の
も
肯
け
る
。「
文
化
二
年
楽
翁
公
臣
」
と
あ
る
の
は
、
文
化
二
年
に

楽
翁
公
こ
と
松
平
定
信
の
家
臣
が
描
い
た
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
事
実
で
は
な
い
。
文

化
二
年
に
は
絵
図
の
依
頼
が
あ
っ
た
た
け
で
、
盛
岡
藩
で
絵
図
を
作
成
し
た
の
は
文
化
三
年
の
こ

と
で
あ
り
、
定
信
の
家
臣
が
絵
図
作
成
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
文
化
四
年
で
あ
る
。
定
信
が

楽
翁
と
号
し
た
の
は
文
化
九
年
隠
居
後
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
題
箋
は
そ
れ
以
降
、
前
書
が
書
か
れ

た
の
も
恐
ら
く
は
「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
図
」
を
巻
子
に
仕
立
て
た
際
と
考
え
ら
れ
る
。

　

題
箋
と
前
書
は
さ
て
お
き
、「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
図
」（
写
真
10
）
に
目
を
向
け
る
と
、
鎧
の

絵
図
に
寸
法
等
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
遠
野
南
部
家
文
書
に
は
、
こ
の
計
測
図
と
一
組
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
」
の
調
書
（
計
附
）
が
あ
る（
８
）。「
重
代
鎧
之
事
」
に
よ
れ
ば
、

文
化
三
年
七
月
八
日
に
御
用
人
・
中
野
安
兵
衛
か
ら
話
が
あ
り
、
鎧
の
絵
図
作
成
の
た
め
、
盛
岡
藩

御
小
納
戸
支
配
の
絵
師
・
石
川
佐
助
と
具
足
師
・
岩
井
章
蔵
が
八
戸
家
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
八
戸
家
か
ら
は
四
月
八
日
に
「
鎧
之
計
附
并
絵
図
」
等
が
提
出
さ
れ
た
が
、
後
述
す
る
櫛
引

八
幡
の
鎧
絵
図
等
と
同
じ
形
式
で
改
め
て
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
鎧
は
遠
野
城

内
か
ら
東
善
寺
に
移
さ
れ
、
警
備
の
者
を
配
し
た
上
、
絵
図
の
作
成
等
が
行
わ
れ
た
。「
黒
札
花
色
威

胴
丸
之
鎧
図
」
と
調
書
は
、こ
の
時
作
成
さ
れ
た
も
の
の
控
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、前
書
〔
史
料
二
〕

四



― 62 ― ― 63 ―

岩手県立博物館研究報告　第29号　2012年３月

― 63 ―

齋藤里香：松平定信による盛岡藩領内の古鎧調査

写真 9　遠野南部家文書「絵図五枚」

南部光徹氏蔵

写真 10　遠野南部家文書「櫛引八幡宮奉納鎧之絵図」（部分）　〔史料二〕

南部光徹氏蔵五



― 60 ― ― 61 ―

岩手県立博物館研究報告　第29号　2012年３月

― 61 ―

齋藤里香：松平定信による盛岡藩領内の古鎧調査

に
あ
る
「
別
記
」
は
、「
重
代
鎧
之
事
」
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。

　　
（
四
）　

櫛
引
八
幡
（
八
幡
普
門
院
）
の
古
鎧
の
絵
図

　

盛
岡
藩
御
小
納
戸
支
配
の
絵
師
・
石
川
佐
助
（
号
林
流
、
一
七
六
八
～
一
八
三
四
）
と
具
足
師
・

岩
井
章
蔵
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
遠
野
で
八
戸
弥
六
郎
家
の
古
鎧
絵
図
を
作
成
す
る
前
に
、
櫛
引
八

幡
（
八
幡
普
門
院
）
の
古
鎧
の
絵
図
作
成
の
た
め
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
藩
の
記
録
に
み
え
る
。

佐
助
は
代
々
藩
の
御
用
を
つ
と
め
た
石
川
家
の
三
代
目
で
、
狩
野
派
の
画
風
を
習
得
し
て
い
る
。
岩

井
章
蔵
は
、
花
巻
具
足
師
・
岩
井
喜
惣
治
の
子
で
、
江
戸
で
修
業
し
、
細
工
も
良
く
出
来
、
目
利
き

も
巧
み
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
御
小
納
戸
支
配
職
人
と
し
て
取
り
立
て

ら
れ
て
い
る（
９
）。
両
人
と
も
、力
量
を
見
込
ま
れ
て
の
派
遣
で
あ
ろ
う
。「
重
代
鎧
之
事
」に
よ
れ
ば
、

櫛
引
八
幡
で
は
三
領
の
鎧
を
写
す
の
に
四
十
日
程
か
か
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　

盛
岡
藩
「
御
側
雑
書
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

　
　
　
　
　

文
化
三
年
五
月
二
十
日
（
一
八
〇
六
）

　
　

一
、　　
　
　
　

御
小
納
戸
支
配
御
具
足
師　

岩
井
章
蔵

　
　
　
　

御
用
有
之
、
爰
許
え
罷
出
候
儀
申
遣
候
之
処
、
昨
日
着
仕
候
旨
、
御
小
納
戸
申
出
之

　
　

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
章
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

御
小
納
戸
支
配
御
絵
師　
石
川
佐
助

　
　
　
　

御
用
有
之
、
櫛
引
八
幡
え
被
遣
旨
、
御
用
人
中
野
安
兵
衛
申
聞
申
渡
候
段
、
御
小
納
戸

　
　
　
　

申
出
之

　
　
　
　

盛
岡
藩
「
御
用
人
所
雑
書
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

　
　
　
　
　

文
化
三
年
五
月
二
十
五
日
（
一
八
〇
六
）

　
　
　

一
、
金
壱
歩
弐
朱　
　
　
　
　
　

御
絵
師　

石
川
佐
助

　
　
　

一
、
銭
五
百
文　
　
　
　
　
　

御
具
足
師　

岩
井
章
蔵

　
　

右
は
櫛
引
八
幡
え
御
具
足
絵
図
認
為
御
用
、
来
る
廿
八
日
立
被
遣
候
付
、
為
支
度
代
被
下
之
、

　
　

且
往
来
御
賄
代
、
并
石
川
佐
助
絵
具
・
筆
・
墨
、
別
代
内
借
之
儀
、
申
出
次
第
相
渡
候
様
、　

　
　

御
勘
定
頭
え
断
遣
之
、
尤
御
傳
馬
切
手
は
寺
社
奉
行
よ
り
相
渡
之

　
　
　

一
、
金
壱
歩
弐
朱　
　
　
　
　

御
具
足
師　

岩
井
章
蔵

　
　

右
は
無
身
帯
に
付
、
別
段
為
御
手
当
被
下
之
、
御
勘
定
頭
え
断
遣
之

　
　
　

但
、
往
古
櫛
引
八
幡
え
御
奉
納
被
差
置
候
御
具
足
絵
図
、
松
平
越
中
守
様
よ
り
御
所
望
之

　
　
　

儀
申
来
候
付
、
前
書
両
人
差
遣
、
御
写
取
為
差
登
候
儀
、
江
戸
表
え
伺
之
上
、
右
之
通
取

　
　
　

被
上

　

ま
ず
、「
御
側
雑
書
」
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
五
月
二
十
日
条
に
、
御
小
納
戸
支
配
具
足
師
・

岩
井
章
蔵
が
盛
岡
に
到
着
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
が
あ
り
、
次
い
で
、
同
人
と
同
じ
く
御
小
納

戸
支
配
の
絵
師
・
石
川
佐
助
に
対
し
て
、
御
用
人
・
中
野
安
兵
衛
か
ら
櫛
引
八
幡
へ
の
派
遣
を
申

し
渡
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
岩
井
章
蔵
は
花
巻
住
居
で
あ
っ
た
た
め
、
盛
岡
に
呼
び
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
御
用
の
内
容
は
こ
の
記
事
か
ら
は
伺
え
な
い
が
、
櫛
引
八
幡
の
古
鎧
の
絵
図
作

成
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
御
用
人
所
雑
書
」
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
五
月
二
十
五
日
条
に

記
さ
れ
て
い
る
。
絵
師
・
石
川
佐
助
と
具
足
師
・
岩
井
章
蔵
が
櫛
引
八
幡
へ
具
足
絵
図
を
認
め
る

御
用
の
た
め
、
来
る
五
月
二
十
八
日
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
支
度
代
を
下
さ
れ
た
と
い
う

記
事
で
あ
る
。
無
身
帯
の
岩
井
章
蔵
に
は
支
度
代
の
ほ
か
に
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
往
来
の

賄
い
代
と
石
川
佐
助
の
絵
具
代
等
を
内
借
の
儀
は
申
出
次
第
渡
す
よ
う
云
々
と
あ
る
の
で
、
旅
費

と
業
務
上
の
必
要
経
費
は
こ
れ
と
は
別
に
前
渡
し
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
借
の
件
と
手
当
の

件
に
つ
い
て
は
勘
定
頭
に
断
り
、
伝
馬
切
手
は
寺
社
奉
行
か
ら
渡
し
て
い
る
。
最
後
に
、
櫛
引
八

幡
の
具
足
絵
図
を
松
平
越
中
守
様
（
定
信
）
が
ご
所
望
の
た
め
、
江
戸
表
へ
伺
い
の
上
、
両
人
を

派
遣
し
て
写
し
取
り
を
江
戸
へ
送
る
も
の
で
あ
る
と
の
但
し
書
が
あ
る
。

　

こ
う
し
て
絵
師
・
石
川
佐
助
と
具
足
師
・
岩
井
章
蔵
は
櫛
引
八
幡
へ
出
立
し
た
は
ず
だ
が
、「
御

用
人
所
雑
書
」に
は
彼
ら
の
そ
の
後
の
動
向
や
作
成
し
た
絵
図
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
。
唯
一
、

石
川
佐
助
が
作
成
し
た
絵
図
を
参
考
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
が
、
佐
助
の
子

の
二
代
林
泉
筆
と
見
ら
れ
る
「
櫛
引
八
幡
御
神
納
義
家
公
御
鎧
図
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

で
あ
る
（
写
真
11
）（   10
）。
縦
三
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
八
五
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
巻 六



― 60 ― ― 61 ―

岩手県立博物館研究報告　第29号　2012年３月

― 61 ―

齋藤里香：松平定信による盛岡藩領内の古鎧調査

　
　

物
で
、
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
石
川
家
の
由
緒
な
ど
を
記
し
た
「
石
川
文
書
」（
岩
手
県
立

図
書
館
蔵
）
に
は
、
二
代
林
泉
の
控
と
思
わ
れ
る
由
緒
書
が
あ
り
、
こ
れ
に
親
佐
助
が
「
櫛
引
八

幡
御
宝
物
御
鎧
御
絵
図
」
の
御
用
を
つ
と
め
た
こ
と
、
私
（
二
代
林
泉
）
が
「
奥
よ
り
櫛
引
八
幡

御
宝
物
御
鎧
御
絵
図
極
粉
色
に
て
生
写
」
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
が

こ
の
巻
物
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

巻
物
は
「
八
幡
太
郎
義
家
公
御
召　

黒
札
緋
威
御
鎧
真
写
図
」
の
題
名
に
始
ま
り
、
以
下
、
兜

と
そ
の
金
物
、
胴
と
金
物
、
袖
と
金
物
の
図
が
順
に
あ
ら
わ
れ
る
。
櫛
引
八
幡
宮
の
国
宝
「
赤
糸

威
鎧
」（
写
真
３
）
で
あ
る
。
内
容
は
鎧
各
部
の
名
称
と
図
の
み
で
、
作
成
の
経
緯
や
制
作
年
、
作

者
名
等
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
八
幡
太
郎
義
家
公
御
召
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
伝
承
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
各
図
に
付
さ
れ
た
名
称
を
順
に
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
御
兜
四
方
白

正
面
図
」「
同
脇
向
図
」「
御

」「
御
鍬
形
」「
御
甲
四
方
白　

御
金
物
」「
八
幡
坐
御
金
物
」「
御

吹
返
御
金
物
」「
御

裾
金
物
」「
御
鍬
形
䑓
」「
御

裾
金
物
」「
御
鎧
御
前
図
」「
御
胸
板
」「
御

八
双
金
物
」「
御
鎧
御
後
図
」「
御
脇
楯
下
散
表
」「
同
裏
」「
障
子
ノ
板
」「
御
胴
後
八
双
金
物
」「
逆

板
金
物
」「
同
總
角
環
」「
逆
板
金
物
」「
下
散
裾
金
物
」「
栴
檀
板
表
」「
同
裏
」「
鳩
尾
板
表
」「
同

裏
」「
御
袖
表
」「
同
裏
」。『
集
古
十
種
』
に
掲
載
さ
れ
た
春
日
大
社
の
国
宝
「
赤
糸
威
大
鎧
（
竹

虎
雀
飾
）」
等
と
同
様
、
全
図
と
金
物
、
各
部
の
表
裏
な
ど
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
松
平
定
信
か
ら
の
依
頼
に
応
え
て
盛
岡
藩
が
石
川
佐
助
に
描
か
せ
た
絵
図
を
参
考
と
し
て

本
図
が
描
か
れ
た
と
の
想
定
が
許
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
少
な
く
と
も
、
佐
助
の
下
絵
が
存
在
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
の
巻
物
が
文
化
四
年
に
田
井
仲
・
大
野
文
泉
ら
が
調
査
し
て
作
成
し
た
絵
図
の
写
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
示
す
資
料
は
な
い
。
文
化
三
年
に
石
川
佐
助
と
岩
井
章
蔵
が
櫛
引
八
幡

と
八
戸
弥
六
郎
家
の
鎧
を
写
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
「
櫛
引
八
幡
御
神
納
義
家

公
御
鎧
図
」（
写
真
11
）、「
櫛
引
八
幡
宮
奉
納
鎧
之
絵
図
（
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
図
）」（
写
真

10
）
と
も
に
盛
岡
藩
で
作
成
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
具
足
師
・
岩
井
章
蔵
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
経
歴
と
し
て
文
化
三
年
「
櫛
引
八
幡
御
鎧

御
認
被　

仰
付
、
御
絵
師
石
川
佐
助
同
道
罷
越
」
と
書
き
上
げ
た
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
   11
）。

石
川
佐
助
、
岩
井
章
蔵
両
名
に
と
っ
て
、
こ
の
た
び
の
櫛
引
八
幡
の
鎧
絵
図
作
成
は
そ
れ
ぞ
れ
の

経
歴
の
中
で
も
重
要
な
仕
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

写真 11　櫛引八幡御神納義家公御鎧図（部分）　江戸時代

もりおか歴史文化館蔵　　　　　　　
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二　

松
平
定
信
家
臣
の
来
訪

　

松
平
定
信
に
所
望
さ
れ
た
盛
岡
藩
領
内
の
古
鎧
絵
図
は
、
前
述
の
と
お
り
、
御
用
人
所
で
調
製

の
上
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
中
に
は
白
河
藩
の
江
戸
屋
敷
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
定
信
は
こ
の
絵
図
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
絵
図
を
見
、
由
緒
を
知
っ
て
さ
ら
に
興

味
を
持
っ
た
の
か
、
翌
年
、
古
鎧
を
直
接
写
す
た
め
に
自
身
の
家
臣
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。

白
河
藩
士
・
田
井
仲
と
絵
師
・
大
野
文
泉
で
あ
る
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
盛
岡
藩
領
内
の

古
鎧
を
写
す
た
め
に
来
訪
し
た
両
名
に
つ
い
て
は
、
本
件
に
関
連
す
る
当
事
者
の
記
録
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
野
文
泉
は
、
自
身
の
経
歴
書
で
あ
る
「
勤
功
書
」（
桑
名
市
博
物
館
蔵
）
が
川
延
安
直

氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る（
   12
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
泉
は
文
化
四
年
八
月
、
奥
州
・
羽
州
方

面
の
古
社
・
古
寺
・
古
武
器
・
真
景
の
写
生
等
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
仙
台
辺
り
の
古
甲
冑
、
中
尊
寺
・

毛
越
寺
の
古
物
を
写
し
、
仙
台
気
仙
浜
の
奇
石
を
尋
ね
、
そ
れ
よ
り
南
部
の
八
戸
弥
六
郎
家
の
前

在
所
へ
行
っ
て
甲
冑
を
写
し
取
り
、
な
お
ま
た
櫛
引
八
幡
宝
物
の
甲
冑
数
領
を
写
し
、
南
部
領
か

ら
中
津
軽
、
外
ヶ
浜
方
面
へ
向
か
い
、
認
め
物
等
を
し
、
十
一
月
中
に
帰
着
。
そ
の
後
、
真
景
の

清
書
を
し
、
翌
年
に
は
「
奥
羽
真
景
清
写
十
巻
百
余
相
」
を
認
め
た
と
い
う
。

　

文
泉
は
『
集
古
十
種
』
や
『
古
画
類
聚
』
の
た
め
の
調
査
と
作
画
に
多
く
関
わ
っ
て
お
り
、「
勤

功
書
」
の
記
述
か
ら
、『
集
古
十
種
』
収
載
の
厳
島
神
社
の
甲
冑
も
文
泉
の
写
生
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
。
絵
師
と
し
て
十
分
な
実
績
を
踏
ま
え
た
上
で
の
今
回
の
派
遣
で
あ
る
。

　

ま
た
、
田
井
仲
に
つ
い
て
は
、
本
人
自
筆
と
み
ら
れ
る
旅
日
記
が
残
っ
て
い
る
。
東
北
大
学
附

属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
の
「
懐
日
記
」（
写
真
12
）
で
あ
る
。
こ
の
日
記
の
作
者
は
従
来
、
定
信

に
仕
え
た
絵
師
・
谷
文
晁
と
さ
れ
て
き
た
。
旅
の
同
行
者
と
し
て
文
泉
が
登
場
す
る
た
め
、
そ
の

師
で
あ
る
文
晁
が
作
者
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、日
記
中
に
そ
れ
を
裏
付
け
る
証
拠
は
な
い
。

一
方
、日
記
の
巻
末
近
く
に
は
「
松
寓　

田
井
元
陳
誌
」
と
本
文
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
署
名
が
あ
る
。

元
陳
は
仲
の
実
名
で
あ
る
。
旅
の
行
程
が
文
泉
の
「
勤
功
書
」
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
八
戸
弥

六
郎
家
の
記
録
等
で
来
訪
者
が
田
井
仲
と
大
野
文
泉
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
作
者
は
文
晁
で
は

な
く
田
井
仲
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
う
。

　

内
山
淳
一
氏
は
、『
集
古
十
種
』
出
版
の
後
、
田
井
元
陳
と
巨
野
泉
祐
（
大
野
文
泉
）
を
奥
羽
の

果
て
三
厩
ま
で
探
索
さ
せ
、甲
冑
な
ど
を
写
し
取
ら
せ
た
と
す
る
『
楽
翁
公
著
述
目
録
』（
一
八
四
五

年
）
中
の
『
集
古
十
種
』
に
関
す
る
付
記
を
文
泉
の
「
勤
功
書
」
の
記
述
並
び
に
「
懐
日
記
」
と
結

び
つ
け
て
紹
介
さ
れ
て
い
る（
   13
）。
岡
本
茲
弉
撰
『
感
徳
録
』
に
も
大
野
文
泉
を
田
井
元
陳
に
差
し

添
え
て
奥
羽
へ
行
か
せ
た
と
の
記
述
が
あ
る
よ
う
だ（
   14
）。
ど
の
資
料
を
と
っ
て
み
て
も
、
派
遣
さ

れ
た
の
は
田
井
仲
と
大
野
文
泉
で
あ
っ
て
、
文
晁
の
来
訪
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

田
井
仲
は
松
平
定
信
の
側
役
を
つ
と
め
、
後
に
奥
御
用
人
に
進
ん
だ
人
で
、
文
事
を
好
み
、
古

画
を
喜
び
、横
笛
に
長
じ
、平
曲
を
愛
し
た
と
い
う（
   15
）。
桑
名
市
博
物
館
に
は
田
井
仲
が
描
い
た「
松

平
定
信
像
」
と
そ
の
下
絵
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
絵
の
腕
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、「
懐
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
作
者
す
な
わ
ち
田
井
仲
は
、
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
八
月
一
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
途
中
、
白
河
な
ど
に
逗
留
。
盛
岡
へ
は
同
月
二
十
五

日
に
到
着
し
、
二
十
九
日
に
出
発
。
八
戸
弥
六
郎
の
知
行
所
で
あ
る
遠
野
へ
は
同
月
三
十
日
に
到

着
し
、
九
月
四
日
に
出
発
。
櫛
引
八
幡
の
あ
る
八
幡
村
へ
は
九
月
九
日
に
到
着
し
、
十
八
日
ま
で

逗
留
。
十
九
日
に
出
発
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
視
察
か
ら
戻
る
若
年
寄
・
堀

田
正
敦
が
通
行
の
た
め
差
支
え
が
あ
る
と
の
こ
と
で
出
発
を
延
期
し
、
二
十
日
に
八
幡
を
出
発
し

た
。
旅
の
後
半
部
分
の
日
記
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、「
懐
日
記
」
の
最
後
に
は
そ
の
後
に
訪
れ
た

地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
下
北
半
島
の
釜
臥
山
や
仏
ヶ
浦
、
津
軽
半
島
の
三
厩

を
ま
わ
り
、
弘
前
、
秋
田
、
酒
田
、
山
形
な
ど
を
経
て
福
島
に
出
た
よ
う
だ
。

 

（
八
月
晦
日
～
九
月
三
日 
遠
野
の
部
分
）　　
　
　
　
　
（
巻
末　

田
井
元
陳
の
署
名
）

写真12　懐日記（婦登古路日記）　文化4年（1807）

東北大学附属図書館 狩野文庫蔵
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「
懐
日
記
」
は
翻
刻
が
出
て
お
り
（

   16
）、
ま
た
旅
の
経
過
等
に
つ
い
て
は
内
山
氏
の
論
考
に
詳
し

い（
   17
）。
岩
手
で
は
平
泉
で
毛
越
寺
や
中
尊
寺
を
見
学
し
、
金
ヶ
崎
で
古
鏡
を
見
せ
て
も
ら
い
、
花

巻
で
絵
師
・
八
重
樫
豊
沢
の
訪
問
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
遠
野

と
櫛
引
八
幡
の
こ
と
は
と
い
う
と
、
実
は
日
付
と
天
候
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
遠
野
で
三
日
、

櫛
引
八
幡
で
は
十
日
ほ
ど
を
費
や
し
て
い
る
の
だ
が
、
動
向
を
ま
っ
た
く
記
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
私
的
な
日
記
と
公
務
の
記
録
を
分
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
盛
岡
に
到
着
し
た
翌
日
、
八
月

二
十
六
日
に
は
寺
小
路
や
住
吉
神
社
、
盛
岡
八
幡
宮
な
ど
を
見
物
し
、
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
る
平

野
平
角
（
梅
園
）
に
会
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
は
天
候
の
み
で
、
や
は

り
具
体
的
な
動
向
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
両
日
の
間
に
盛
岡
藩
の
役
人
や
八
戸
弥
六
郎
の
家

臣
ら
と
遠
野
や
櫛
引
八
幡
へ
行
く
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
、
田
井
仲
、
大
野
文
泉
が
遠
野
と
櫛
引
八
幡
を
訪
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
の
だ
が
、

彼
ら
が
遠
野
や
櫛
引
八
幡
で
写
し
て
持
ち
帰
っ
た
鎧
の
絵
図
等
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
来
訪
の
事

実
を
示
す
資
料
が
複
数
現
存
す
る
だ
け
で
も
、
よ
し
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
か
。

三　

古
鎧
調
査
の
後
日
談

　
（
一
）　

調
査
対
応
へ
の
お
礼

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
十
一
月
、
田
井
仲
と
大
野
文
泉
は
東
北
一
巡
の
旅
を
終
え
、
翌
十
二

月
十
九
日
付
で
白
河
藩
江
戸
屋
敷
か
ら
盛
岡
藩
江
戸
屋
敷
に
、
田
井
仲
が
世
話
に
な
っ
た
人
々
に

お
礼
の
金
品
を
届
け
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
盛
岡
藩
江
戸
屋
敷
か
ら
盛
岡

城
へ
伝
え
ら
れ
、
御
用
人
所
が
手
配
し
て
各
方
面
へ
届
け
て
い
る
。
贈
物
と
礼
金
の
額
が
具
体
的

に
記
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。
松
平
定
信
の
古
物
調
査
に
関
連
し
て
こ
の
よ
う
な
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
次
頁
に
全
文
と
写
真
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
「
御
用
人
所
雑
書
」
文
化
五
年
二
月
八
日
条
（
写
真
13
）
に
よ
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
松
平
越
中
守

殿
（
定
信
）
御
家
来
が
去
年
国
元
（
盛
岡
藩
領
）
へ
罷
り
越
し
、八
戸
弥
六
郎
と
八
幡
普
門
院
（
櫛

引
八
幡
）
に
あ
る
古
鎧
を
一
覧
し
た
際
、
そ
れ
ぞ
れ
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
別
紙
の
と
お
り
贈
る

こ
と
を
旧
臘
（
昨
年
の
十
二
月
）
先
方
か
ら
御
留
守
居
ま
で
言
っ
て
寄
越
し
た
由
、
こ
の
度
江
戸

屋
敷
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
左
の
通
り
、
と
し
て
贈
物
の
一
覧
と
松
平
家
家
臣
か
ら
の
添
え
書
き

が
続
く
。『
集
古
十
種
』
の
内
、「
甲
冑
の
部
」
一
箱
を
八
戸
弥
六
郎
殿
へ
、
金
二
百
疋
ず
つ
を
御

家
来
の
新
田
伝
四
郎
殿
ほ
か
へ
、
金
百
疋
ず
つ
を
普
門
院
家
来
・
小
笠
原
浦
汰
殿
ほ
か
へ
、『
集

古
十
種
』
の
内
、「
小
倉
色
紙
摺
本
」
一
冊
を
遠
野
・
妙
泉
寺
へ
、
同
本
一
冊
と
白
羽
重
一
疋
を

普
門
院
へ
、
金
三
百
疋
を
松
田
代
野
松
へ
、
金
千
疋
を
坂
本
坊
・
本
覚
坊
・
吉
水
坊
・
藤
本
坊
・

竹
内
坊
・
桜
林
坊
（
櫛
引
八
幡
衆
徒
六
坊
）
へ
、
金
五
百
疋
を
六
日
町
検
断
・
齋
藤
小
右
衛
門
へ
、

金
二
百
疋
を
八
幡
村
い
せ
や
七
郎
兵
衛
へ
、
金
百
疋
を
用
達
一
人
へ
。
こ
れ
は
、
越
中
守
家
来
・

田
井
仲
と
申
す
者
が
先
頃
御
国
元
に
あ
る
古
鎧
を
拝
見
の
節
、
段
々
お
世
話
に
預
か
っ
た
た
め
、

書
面
の
通
り
贈
る
も
の
で
、
お
世
話
を
か
け
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
へ
お
届
け
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
御
用
人
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
届
け
る
手
配
を
し
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
各
方

面
に
渡
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
後
の
書
き
入
れ
か
ら
分
か
る
。
金
二
百
疋
を
贈
ら
れ
た
八
戸
弥
六

郎
の
家
来
・
新
田
伝
四
郎
は
、『
三さ
ん

翁の
う

昔せ
き

語ご

』
の
編
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
新
田
政ま
さ

父の
り

で
、
命
を
受

け
て
田
井
仲
・
大
野
文
泉
と
応
対
し
、
白
河
侯
（
定
信
）
か
ら
金
を
賜
っ
た
と
「
新
田
家
系
」（
新

田
家
の
系
図
）
に
あ
る
と
い
う（
　18
）。
同
じ
く
金
二
百
疋
を
贈
ら
れ
た
三
戸
御
給
人
・
川
村
文
左
衛

門
は
、田
井
仲
ら
を
三
戸
か
ら
櫛
引
八
幡
ま
で
案
内
し
た
こ
と
が
「
懐
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
江
戸
屋
敷
か
ら
は
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
白
河
藩
江
戸
屋
敷
に
礼
状
を
出
す
と
伝
え
て
き

た
が
、
御
用
人
所
で
は
弥
六
郎
ほ
か
受
け
取
っ
た
本
人
か
ら
の
請
書
を
差
し
出
す
よ
う
指
示
し
て

お
り
、「
重
代
鎧
之
事
」
に
は
二
月
九
日
付
の
八
戸
弥
六
郎
の
請
書
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
盛
岡
藩
領
内
で
調
査
時
に
世
話
に
な
っ
た
人
々
へ
の
礼
金
だ
け
で
も
合
計
す

る
と
金
四
千
九
百
疋
で
あ
る
。
金
十
二
両
一
分
と
同
じ
。
八
戸
弥
六
郎
に
贈
ら
れ
た『
集
古
十
種
』

の
「
甲
冑
の
部
」
一
箱
は
十
二
冊
。
四
か
月
に
及
ぶ
東
北
一
巡
の
調
査
旅
行
に
要
し
た
経
費
は
果

た
し
て
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
数
百
万
円
か
そ
れ
以
上
か
。
金
に
は
換
え
ら
れ
な
い
と
は

い
え
、
失
わ
れ
ゆ
く
運
命
の
「
ふ
る
き
も
の
」
を
記
録
し
よ
う
と
す
る
松
平
定
信
の
尽
力
は
計
り

知
れ
な
い
。
こ
れ
に
先
立
つ
『
集
古
十
種
』
や
『
古
画
類
聚
』
の
編
纂
、
そ
の
後
も
続
く
調
査
に

は
莫
大
な
経
費
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
（
二
）　
「
篤
焉
家
訓
」
の
記
述

　

今
回
の
古
鎧
調
査
に
関
わ
る
盛
岡
藩
側
の
資
料
を
も
う
一
つ
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
市
原
篤
焉九



― 56 ― ― 57 ―

岩手県立博物館研究報告　第29号　2012年３月

― 57 ―

齋藤里香：松平定信による盛岡藩領内の古鎧調査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
藩
「
御
用
人
所
雑
書
」　

文
化
五
年
二
月
八
日
（
一
八
〇
八
）

一
、
松
平
越
中
守
殿
よ
り
あ
な
た
御
家
来

　
　

去
年
御
国
元
え
罷
越
、
八
戸
弥
六
郎

　
　

并
八
幡
普
門
院
に
有
之
候
古
鎧

　
　

一
覧
之
砌
、
夫
々
世
話
向
有
之
候
付
、

　
　

右
為
御
挨
拶
、
別
紙
之
通
御
贈

　
　

被
成
候
段
、
旧
臘
あ
な
た
衆
よ
り
御
留

　
　

守
居
迄
申
来
候
由
、
此
度
江
戸
表
よ
り

　
　

申
来
、
左
之
通

　
　
　
　
蔵
板
集
古
十
種
之
内

　
　
　
　
　

一
、
甲
冑
之
部　

一
箱　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
戸
弥
六
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
、
金
二
百
疋
宛　
　

新
御
同
人
御
家
来
田
伝
四
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
向
源
蔵
殿

　
　
　
　
　
　

宇
夫
方
一
郎
左
衛
門
殿　

馬
場
順
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

新
田
古
山
次
殿　
　
　
　

西
村
吉
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

馬
場
良
左
衛
門
殿　
　
　

川
三
戸
御
給
人村文

左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

大
三
戸
御
給
人西周

助
殿　
　
　
　
　

小
普
門
院
家
来

笠
原
周
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

奥
普
門
院
家
来

山
五
平
太
殿

　
　
　
　
　

一
、
同
百
疋
宛　
　
　

小
普
門
院
家
来

笠
原
浦
太
殿

　
　
　
　
　
　
　

奥
山
新
五
殿　
　

小
笠
原
茂
藤
殿

　
　
　
　
　
　
　

鶴
喰
牧
太
殿　
　

浅
山
弥
善
次
殿

　
　
　
　
　
　
　

前
沢
権
助
殿

　
　
　
　
蔵
板
集
古
十
種
之
内

　
　
　
　
　

一
、
小
倉
色
紙
摺
本　

一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
遠
野

泉
寺

 

（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

一
、
同　
　

一
冊

　
　

白
羽
重
一
疋　
　

普
門
院

一
、
金
三
百
疋　
　
　

松
田
代
野
松

一
、
金
千
疋
を　
　
　

坂
本
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
覚
坊

　
　

吉
水
坊　
　
　
　

藤
本
坊

　
　

竹
内
坊　
　
　
　

桜
林
坊

一
、
金
五
百
疋　

 　
　

齋
六
日
町
検
断
　

藤
小
右
衛
門

一
、
同
二
百
疋　
　
　

七
八
幡
村
い
せ
や
　

郎
兵
衛

一
、
金
百
疋　
　
　
　

用
達
一
人

　
　

右
は
越
中
守
家
来
田
井

　
　

仲
と
申
者
、
先
頃
御
国
元
に
御
座
候

　
　

古
鎧
拝
見
之
節
、
段
々
預
御
世

　
　

話
に
付
、
書
面
之
通
被
相
贈
に
候
、

　
　

乍
御
せ
わ
夫
々
御
達
可
被
下

　
　

奉
頼
候
、
已
上

　
　
　

十
二
月
十
九
日　
　
　
　

田
内
蔵
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
庄
左
衛
門

　
　
　
　
　

吉
田
一
学
様

右
之
通
、
江
戸
表
よ
り
差
下
候
間
、
夫
々
え
届
遣
之
、

右
に
付
、
於
江
戸
表
、
日
積
を
以
御
挨
拶
奉
札
を
以
差
遣
候
由

申
来
候
得
と
も
、
弥
六
郎
方
よ
り
御
家
老
迄
、
御
請
書
差
出
、

其
外
、
遠
野
妙
泉
寺
、
普
門
院
と
も
御
請
書
為
差
登
候
様

寺
社
奉
行
え
申
達
置
之

是
よ
り
馬
場
良
左
衛
門
迄
、
二
月
廿
四
日

弥
六
郎
方
え
申
達
候
上
、
御
用
之
間

御
物
書
頭
七
戸
庄
蔵
え
相
渡

三
戸
御
給
人

　

川
村
文
左
衛
門
、
大
西
周
助
、
前
三
戸
御
代
官

　

簗
田
壮
右
衛
門
え
右
同
断
相
渡　
　
　

普
門
院
家
来

　

小
笠
原
周
右
衛
門
、
奥
山
五
平
太
え

　

被
下
分
、
御
町
奉
行
え
静
馬
方

　

五
月
十
四
日
相
渡
之
、

　
　
　
　
　

従
沼
宮
内
左
門
え
相
渡
之

是
よ
り
二
月
廿
四
日
、
遠
野
御
町
奉
行

え
夫
々
え
届
候
様
相
渡
候
、

彼
此
六
人
分
は
文
面
不
相
定
て
、

其
筋
聞
会
之
上
、
三
月
八
日
、
沼
宮
内

左
門
え
静
馬
方
相
渡
也

一
〇
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写真 13　盛岡藩「御用人所雑書」文化 5 年（1808）2 月 8 日条

もりおか歴史文化館蔵

写真 14　市原篤焉著「篤焉家訓」十一之天巻　文政 12 年（1829）序

櫛引八幡宮之事（部分）

もりおか歴史文化館蔵
一
一
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編
著
「
篤
焉
家
訓
」（
写
真
14
）
で
あ
る
。
盛
岡
藩
の
諸
記
録
か
ら
編
纂
し
た
全
二
十
七
巻
の
故

事
録
で
、
十
一
之
天
巻
（
一
八
二
九
年
序
）
の
「
神
社
仏
閣
之
起
源
」
櫛
引
八
幡
宮
の
項
に
関
連

す
る
記
述
が
あ
る（
   19
）。
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
本
に
よ
っ
て
該
当
箇
所
を
見
て
み
た
い
。

　
　
「
篤
焉
家
訓
」
十
一
之
天　

神
社
仏
閣
之
起
源　
　
　
（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

　
　
（
一
、
櫛
引
八
幡
宮
之
事
）

　
　

○
文
化
三
丙　
　

寅
年
四
月
二
日　

利
敬
公
御
代
、
奥
州
白
河
城
主
松
平
越
中
守
定信
様
よ
り
御
無

心
に
依
て
、
古
代
御
鎧
科
附
書
取
を
以
為
御
登
八
戸
弥
六
郎

怡
顔
之
代

被
成
も
の
也
、
抑
、
此
御
鎧
は

宮
方
被
召
所
に
て　

後
醍
醐
天
皇
よ
り
暦
応
年
中
に
萩
井
六
郎
に
賜
し
也
萩
井
六
郎
子
孫

当
時
八
戸
弥
六
郎
也
、

三
代
目
吉
兼
之
節
、
此
御
鎧
・
御
胄
・
御
太
刀
を
以
八
幡
宮
と
奉
祝
所
也

　
　
　
「
櫛
引
八
幡
御
宝
物
御
鎧
御
胄
之
科
附
写　
此
書
不
分
明
と
云
と
も

本
書
に
従
て
摸
写
す

　
　

○
御
胄
模
様　

筋
胄
に
て
四
十
八
間
、
御
下
地
昔
成
、
明
珍
形
、
後
盛
山
、
鉄
色
、
惣
筋
覆

輪
金
の
滅
金

　

一
、
い
か
き
八
そ
ふ
形
、
壱
間
に
一
つ
宛
猪
の
目
透
し　

○
八
方
し
な
た
れ
、
前
三
筋
、
後
二

筋
也　

○
三
枚
座
、
大
座
す
く
ひ
菊
、
中
座
小
き
き
さ
み
、
上
の
座
篠
木
、
し
な
た
れ
座

共
に
惣
金
の
滅
金

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

○
御
鎧
花
（
本
ヵ
）縫
丸
御
胴
黒
塗
小
札
花
色
縅
し

　

一
、
御
胸
壱
段
は
な
か
ら
み
、
胸
は
お
と
し
付
、
御
同
板
正
平
皮
包
、
間
々
は
金
物
打　

○
古

菊
に
し
て
し
め
、
惣
金
具
廻
り
小
へ
り
勝
負
皮
、
五
色
の
ふ
せ
組
縫
、
小
桜
の
鋲
を
打
、

覆
輪
取
廻
し
、
惣
様
金
滅
金
也　

○
手
休
の
鐶
な
し
、
上
巻
の
大
座
は
菊
の
折
枝
、
鐶
の

頭
古
菊　

　
　
　
　
　
　
（
中
略
） 

　

一
、
御
胴
草
摺
八
間
五
枚
下
が
り
、
花
（
本
ヵ
）縫
黒
塗
小
札
壱
枚
紅
威
毛
、
う
な
目
耳
の
糸
啄
木
糸　

○
菱
の
板
ひ
し
纈
紅
の
糸　

○
冠
の
板
昔
成
、正
平
皮
包
、小
へ
り
杉
菖
蒲
皮
に
て
取
廻
し
、

惣
覆
輪
金
の
滅
金
也　

○
き
わ
ふ
せ
組
、
小
桜
の
鋲
打　

○
頭
の
板
勝
負
皮
包
、
間
金
物

八
そ
ふ
形
、
地
七
子
に
古
菊
の
鋲　

○
水
呑
の
大
座
、
菊
唐
草
の
透
し
、
勝
し
め
鋲
に
て

し
め
、
鐶
の
頭
古
菊
、
金
の
滅
金
、
紅
色
の
緒
付
、
同
糸
の
ふ
さ
あ
り　
　

以
上 

　
　
　
　

右
五
色
威
と
申
也

　
　
　
　
　

懸
御
家
老 

大
萱
生
外
衛　
　

懸
御
目
付 

野
々
村
圓
蔵　
　

御
武
具
奉
行 

岩
間
純
平

　
　
　
　
　

御
絵
師　

石
川
左マ
マ

助　
　
　

 

御
具
足
師 

岩
井
儀マ

マ助  　
　

両
人
共
に
三
七
日
潔
斎

右
御
甲
冑
御
科
附
被
遣
候
得
共
、
此
御
書
取
に
て
不
相
分
由
に
て
、
白
河
侯
よ
り
御
絵
師
壱

人
、
御
武
具
師
壱
人
被
遣
、
猶
正
写
に
て
持
参
之　

○
集
古
十
種
、
こ
の
書
、
白
河
に
て
著

述
仰
せ
付
け
ら
れ
板
行
に
な
さ
れ
、
御
上
み
へ
も
一
冊
御
進
物
に
相
成
り
候
、
尤
も
八
戸
家

并
に
櫛
引
普
門
院
へ
も
下
さ
れ
、
右
書
の
内
に
櫛
引
八
幡
の
御
宝
物
御
鎧
二
領
八
戸
家
の
品

と
も
に
有
之　

　
　
　
　
（
後
略
）

　

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
資
料
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
八
戸
弥
六
郎
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
上
げ
と

盛
岡
藩
お
抱
え
職
人
に
よ
る
実
地
調
査
を
も
と
に
御
用
人
所
で
整
え
た
も
の
が
原
本
で
あ
ろ
う
と

推
察
さ
れ
る
。
文
化
三
年
四
月
二
日
は
、「
重
代
鎧
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
八
戸
家
で
盛
岡
の
屋
敷

に
鎧
を
飾
り
、
当
主
の
弥
六
郎
ら
が
一
覧
し
て
絵
図
の
作
成
を
始
め
た
日
で
あ
る
。「
櫛
引
八
幡

御
宝
物
御
鎧
御
胄
之
科
附
写
」
に
つ
い
て
は
、
不
分
明
だ
が
本
書
に
従
っ
て
摸
写
す
る
と
注
記
さ

れ
て
お
り
、
事
実
、
文
字
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
か
篤
焉
が
誤
読
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
点
が

あ
る
。
ま
た
大
袖
の
説
明
も
不
足
し
て
い
る
。
鎧
の
由
緒
も
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
が
、
そ
も

そ
も
、
こ
こ
に
写
し
取
ら
れ
た
鎧
は
櫛
引
八
幡
宮
の
い
ず
れ
の
鎧
に
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
、「
篤
焉
家
訓
」
に
収
め
ら
れ
た
「
櫛
引
八
幡
御
宝
物
御
鎧
御
胄
之
科
附
写
」
は
、
遠
野

南
部
家
文
書
の
中
の
「
式
法
鎧
計
附
」
と
題
さ
れ
た
一
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る（
   20
）。
本
鎧

の
威
お
ど
し

糸い
と

は
花
色
。
花
色
は
縹は
な
だ色
の
こ
と
で
、薄
い
藍
色
。
櫛
引
八
幡
宮
の
胴
丸
に
は
該
当
し
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
鎧
は
八
戸
弥
六
郎
家
す
な
わ
ち
遠
野
南
部
家
旧
蔵
の
「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
」
で

あ
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
八
戸
家
の
鎧
が
櫛
引
八
幡
宮
の
鎧
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

遠
野
南
部
家
文
書
の
「
式
法
鎧
計
附
」
は
「
同
糸
の
ふ
さ
あ
り　

以
上
」
で
終
わ
っ
て
い
る
の

だ
が
、「
篤
焉
家
訓
」
の
「
櫛
引
八
幡
御
宝
物
御
鎧
御
胄
之
科
附
写
」
は
「
右
五
色
威
と
申
也
」

と
つ
な
が
り
、
櫛
引
八
幡
宮
で
の
模
写
作
業
の
担
当
者
と
思
し
き
名
前
が
連
な
っ
て
い
る
。
最
後

の
方
に
御
絵
師
・
石
川
左マ
マ

助
と
御
具
足
師
・
岩
井
儀マ

マ助
が
三
七
日
潔
斎
と
あ
る
。「
五
色
威
」
は

一
二
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五
色
の
褄
取
り
が
特
徴
の
「
白
糸
威
褄
取
鎧
」
の
説
明
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
は
こ
の

前
に
櫛
引
八
幡
宮
の
「
白
糸
威
褄
取
鎧
」
の
科
附
（
計
附
）
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
遠
野

南
部
家
文
書
に
は
、「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
」
の
「
鎧
由
緒
」
一
冊
の
ほ
か
に
、「
白
糸
威
褄
取

鎧
」
の
由
緒
を
記
し
た
「
奉
納
御
具
足
由
緒
」
一
冊
が
あ
る（
   21
）。
八
戸
家
（
遠
野
南
部
家
）
の

先
祖
が
後
村
上
天
皇
か
ら
拝
領
し
た
と
伝
わ
る
「
黒
札
花
色
威
胴
丸
之
鎧
」
と
「
白
糸
威
褄
取
鎧
」

の
由
緒
が
共
に
八
戸
家
か
ら
提
出
さ
れ
、
八
戸
家
の
鎧
と
櫛
引
八
幡
宮
の
鎧
の
書
上
げ
を
一
連
の

も
の
と
し
て
ま
と
め
た
こ
と
に
よ
り
、
何
ら
か
の
混
乱
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
甲
冑
科
附
を
送
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
書
き
取
り
で
は
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
、

白
河
侯
す
な
わ
ち
松
平
定
信
の
も
と
か
ら
御
絵
師
一
人
、
御
武
具
師
一
人
が
派
遣
さ
れ
、
正
写
し

て
持
ち
帰
っ
た
と
あ
る
。
大
野
文
泉
と
田
井
仲
で
あ
る
。（
田
井
は
武
具
師
で
は
な
い
が
。）

　

続
い
て
、『
集
古
十
種
』
の
説
明
が
あ
る
。
本
件
が
『
集
古
十
種
』
に
関
連
す
る
調
査
と
の
認

識
で
あ
っ
た
よ
う
で
、「
右
書
の
内
に
櫛
引
八
幡
の
御
宝
物
御
鎧
二
領
、
八
戸
家
の
品
と
も
に
こ

れ
あ
り
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、『
集
古
十
種
』
出
版
後
に
調
査
さ
れ
た
櫛
引
八
幡
宮
と
八

戸
家
の
鎧
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。『
集
古
十
種
』
の
内
か
ら
幾
冊
か
が
八
戸
家
と
普
門
院
へ
贈

ら
れ
た
の
は
「
御
用
人
所
雑
書
」
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
盛
岡
藩
領
内
に
あ
る
古
鎧
の
写
が
欲
し
い
と
い
う
松
平
定
信
か
ら
の
依
頼
、
盛
岡

藩
で
の
絵
図
作
成
、
定
信
家
臣
の
実
地
調
査
、
調
査
後
の
お
礼
ま
で
を
関
連
資
料
か
ら
紹
介
し
た
。

依
頼
内
容
は
、
白
河
藩
江
戸
留
守
居
→
盛
岡
藩
江
戸
留
守
居
→
盛
岡
藩
御
用
人
所
→
所
有
者
及
び

関
係
者
の
順
で
伝
え
ら
れ
、
こ
の
逆
の
順
番
で
報
告
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
御
用
人
所
で

は
藩
主
や
家
老
、
江
戸
留
守
居
ら
に
伺
っ
た
上
で
事
を
進
め
る
。
現
在
の
役
所
と
変
わ
り
な
い
。

言
わ
ば
外
交
で
あ
る
か
ら
、
心
配
り
も
必
要
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
垣
間
見
え
る
一
件
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
松
平
定
信
は
な
ぜ
盛
岡
藩
領
内
の
古
鎧
に
目
を
付
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
無
論
、「
ふ

る
き
も
の
」
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
た
定
信
だ
か
ら
、
そ
の
噂
は
か
ね
て
耳
に
入
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
定
信
が
老
中
主
座
で
あ
っ
た
時
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
幕
府
巡
見
使

が
櫛
引
八
幡
宮
の
宝
物
を
一
覧
し
た
こ
と
が
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
巡
見

使
に
随
行
し
た
古
川
古
松
軒
が
『
東
遊
雑
記
』（
一
七
八
九
年
）
の
中
で
櫛
引
八
幡
宮
の
宝
物
は
江

戸
よ
り
北
で
随
一
と
賞
賛
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
し
、
定
信
は
古
松
軒
か
ら
直
に
話
を
聞

き
、『
東
遊
雑
記
』
も
入
手
し
て
い
る
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
話
し
て
聞
か
せ
る
者
は
ほ
か
に
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
。櫛
引
八
幡
宮
の
宝
物
調
査
は
定
信
の
長
年
の
念
願
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

定
信
は
「
ふ
る
き
も
の
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
記
録
保
存
に
力
を
注
い
だ
。
今
と
な

っ
て
は
そ
の
全
容
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
定
信
ら
が
記
録
し
た
後
に
資
料
が
失
わ
れ
た
例
は
少
な

く
な
い
と
い
う
。
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
津
波
で
は
多
く
の
文
化
財
が
失

わ
れ
た
。
今
、
定
信
が
志
し
た
記
録
保
存
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

謝
辞

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
資
料
調
査
な
ら
び
に
写
真
掲
載
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
各
位
、
ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

協
力
者
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　

小
原
茂
、
杉
本
竜
、
時
田
里
志
、
南
部
光
徹
、
藤
田
俊
雄
、
櫛
引
八
幡
宮
、
桑
名
市
博
物
館
、

東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
八
戸
市
史
編
纂
室
、
財
団
法
人
林
原
美
術
館
、
八
戸
市
立
図
書
館
、
盛

岡
市
教
育
委
員
会
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館

註１　
「
二
つ
の
南
部　

三
戸
南
部
氏
と
八
戸
南
部
氏
」、『
青
森
県
史　

資
料
編　

中
世
１　

南
部
氏
関
係
資
料
』

（
青
森
県
、
二
〇
〇
四
年
）
二
頁
、
口
絵
解
説
。
同
書
第
Ⅰ
部
三
〇
四
号
「
櫛
引
八
幡
宮
宝
物
・
棟
札
書
上
」

（
南
部
光
徹
氏
所
蔵　

遠
野
南
部
家
文
書
）
に
「
緋
威
ノ
御
具
足
金
ノ
菊
ノ
折
枝
、
長
三
寸
五
分
位
、
甲
ク

サ
ス
リ
等
押
付
ケ
結
付
ル
、
是
ハ
大
守
様
よ
り
御
収
候
由
ニ
て
、
御
祭
礼
ノ
節
三
戸
御
神
事
衆
御
馬
場
へ
持

参
」
と
あ
る
部
分
を
参
考
図
版
と
し
て
添
え
、「
三
戸
南
部
家
奉
納
と
伝
え
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

２　

小
林
め
ぐ
み
「『
集
古
十
種
』
の
編
纂―

そ
の
目
的
と
情
報
収
集
」（『
あ
る
く
・
う
つ
す
・
あ
つ
め
る　

松
平
定
信
の
古
文
化
財
調
査　

集
古
十
種
』
展
図
録
、
福
島
県
立
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

３　

藤
田
俊
雄
「「
新
田
家
系
」
と
新
田
政
父
（
三
之
助
政
箇
）
の
治
績
に
つ
い
て
」（『
八
戸
市
博
物
館　

研

究
紀
要
』
第
八
号
、
八
戸
市
博
物
館
、
一
九
九
三
年
）

４　
「
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
」、『
青
森
県
史　

資
料
編　

中
世
１　

南
部
氏
関
係
資
料
』（
青

一
三
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森
県
、
二
〇
〇
四
年
）
第
Ⅰ
部
、
一
五
九―

一
六
七
頁
。
三
二
一
号
「
遠
野
八
戸
家
蔵
黒
札
花
色
威
胴
丸
鎧
・

旗
指
物
等
絵
図
」、
三
二
二
号
「
遠
野
八
戸
家
蔵
黒
札
花
色
威
胴
丸
鎧
仕
様
書
上
」、
三
二
三
号
「
遠
野
八

戸
家
蔵
黒
札
花
色
威
胴
丸
鎧
由
緒
書
」、
三
二
四
号
「
式
法
鎧
計
付
」、
三
二
五
号
「
櫛
引
八
幡
宮
奉
納
具

足
由
緒
書
」、
三
二
六
号
「
鎧
由
緒
覚
書
」。〔
史
料
一
〕
は
三
二
二
号
の
奥
書
と
さ
れ
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

５　
〔
史
料
一
〕
が
示
す
控
が
前
註
４
の
関
係
資
料
の
内
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
も
の
か
確
定
で
き
な
い
が
、

「
覚
書
一
通
」
が
三
二
六
号
「
鎧
由
緒
覚
書
」、「
鎧
測
附
一
通
」
が
三
二
四
号
「
式
法
鎧
計
付
」
と
推
測
し

て
い
る
。「
絵
図
五
枚
」
は
前
註
４
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
写
真
９
で
あ
ろ
う
。

６　
「
南
部
光
徹
氏
所
蔵
「
遠
野
南
部
家
文
書
」
重
要
文
化
財
指
定
外
資
料 

暫
定
目
録
」
資
料
番
号
一
七
二
八

（『
南
部
光
徹
氏
所
蔵
「
遠
野
南
部
家
文
書
」
の
調
査
・
研
究　

平
成
19
年
度
～
平
成
21
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金　

基
盤
研
究

（B）19320101　

研
究
成
果
報
告
書
』、
二
〇
一
〇
年
）

７　

前
註
３　

藤
田
論
文

　
　

前
註
４　

三
二
一
号
「
遠
野
八
戸
家
蔵
黒
札
花
色
威
胴
丸
鎧
・
旗
指
物
等
絵
図
」

８　

前
註
４　

三
二
二
号
「
遠
野
八
戸
家
蔵
黒
札
花
色
威
胴
丸
鎧
仕
様
書
上
」

９　

盛
岡
藩
家
老
席
日
誌
「
雑
書
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）
文
化
元
年
三
月
十
日
条
に
よ
る
。

10　

小
原
茂
「
八
戸
藩
の
絵
師
と
絵
画
」、『
青
森
県
史　

文
化
財
編　

美
術
工
芸
』（
青
森
県
、
二
〇
一
〇
年
）

第
三
章
第
二
節
、
一
二
七
頁
。
当
該
資
料
が
「
二
代
林
泉
筆
と
見
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

11　

村
田
孝
介
「
諸
職
人
被
召
出
御
賞
書
上 　

文
政
十
一
年
五
月
」（『
岩
手
の
古
文
書
』
十
二
号
、
岩
手
古

文
書
学
会
、
一
九
九
八
年
）

12　

川
延
安
直
「「
御
絵
師
巨
野
泉
祐　

勤
功
書
」
に
つ
い
て
」（『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
』
第
十
号
、
福
島

県
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
）

13　

内
山
淳
一
「
失
わ
れ
た
み
ち
の
く
図
巻　

―

谷
元
旦
・
大
野
文
泉
の
東
北
地
方
写
生
図
を
め
ぐ
っ
て―
」

（『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
書
』
第
二
十
九
号
、
仙
台
市
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
）

　
　

和
田
綱
紀
編
『
楽
翁
公
と
教
育
』（
九
華
堂
、
一
九
〇
八
年
）
所
収
の
田
内
親
輔
「
楽
翁
公
著
書
目
録
」

に
よ
る
と
、
集
古
十
種
解
説
の
付
記
は
次
の
と
お
り
。

茲
弉
云
上
木
の
後
信
州
御
嶽
に
古
甲
あ
る
を
も
て
近
侍
小
河
内
殷
春
を
遣
は
さ
れ
寫
さ
せ
後
ま
た
田

井
元
陳
巨
野
泉
祐
を
遣
は
さ
れ
奥
羽
の
は
て
三
む
ま
や
ま
て
探
索
甲
冑
始
め
寫
し
と
ら
せ
給
ひ
後
篇

上
木
の
御
企
に
て
浄
寫
せ
し
も
あ
り
（
後
略
）

14　

前
註
12　

川
延
論
文
で
文
泉
の
画
業
に
関
す
る
参
考
資
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
大
野
文
泉
筆　

河
本
立
軒
像
」（『
國
華
』
第
六
二
編
第
九
冊
、
通
巻
七
三
八
号
、
國
華
社
、
一
九
五
三

年
九
月
）
か
ら
の
引
用
に
よ
る
。
該
当
部
分
は
次
の
と
お
り
。

奥
羽
の
地
之
馬
屋
辺
迄
古
甲
冑
摸
写
被
仰
付
。
御
時
侍
臣
田
井
陳マ
マ

に
差
添
行
し
め
給
ふ
。
奥
羽
真
景

山
水
の
御
巻
軸
あ
ま
た
調
進
を
命
じ
画
き
奉
る
。

15　

伊
藤
信
夫
編
『
桑
名
人
物
事
典
』（
三
重
県
郷
土
資
料
叢
書　

第
四
七
集
、
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、

一
九
七
一
年
）
一
二
二
頁
。

16　
「
婦
登
古
路
日
記
（
懐
日
記
）　

谷
文
晁
」（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

第
二
十
巻　

探
検
・
紀
行
・

地
誌
（
補
遺
）』、
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）

17　

前
註
13　

内
山
論
文

18　

前
註
３　

藤
田
論
文

　
　
「
遠
野
市
立
博
物
館
所
蔵
赤
沢
文
書
」、『
青
森
県
史　

資
料
編　

中
世
１　

南
部
氏
関
係
資
料
』（
青
森
県
、

二
〇
〇
四
年
）
第
Ⅰ
部
、三
四
九
頁
、五
一
〇
号
「
八
戸
氏
新
田
家
系
」
に
よ
れ
ば
該
当
部
分
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　

文
化
四
年
九
月
松
平
越
中
守
定
信
朝
臣
白
河
侯
従

四
位
少
将
欲
見
八
戸
家
宝
之
鎧
、
使
其
臣
田
井
仲
・
大
野
文
泉

　
　
　

来
也
、
政
父
受
命
与
其
誼
也
、
使
者
摸
写
鎧
而
帰
矣
、
白
河
侯
探
世
之
古
珍
以
著
書
編
、
将
及
後
世

　
　
　

故
有
此
挙
也
、
文
化
五
年
二
月
白
河
侯
賜
金
於
政
父

19　

工
藤
利
悦
氏
に
よ
り
解
読
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　

工
藤
利
悦
「
篤
焉
家
訓
を
読
む
92　

櫛
引
八
幡
宮
御
宝
物
御
鎧
御
胄
の
科
附
写
」（
近
世
こ
も
ん
じ
ょ
館

き
ろ
く
解
読
館 

古
文
書
を
旅
す
る
２ http://kom

onjokan.net/cgi-bin/kom
on/index.cgi?cat=kirokukan

）

20　

前
註
４　

三
二
四
号
「
式
法
鎧
計
付
」

21　

前
註
４　

三
二
三
号
「
遠
野
八
戸
家
蔵
黒
札
花
色
威
胴
丸
鎧
由
緒
書
」、
三
二
五
号
「
櫛
引
八
幡
宮
奉
納

具
足
由
緒
書
」

　
（
さ
い
と
う
・
り
か
／
岩
手
県
立
博
物
館 

〒
〇
二
〇

－

〇
一
〇
二　

盛
岡
市
上
田
字
松
屋
敷
三
四
）

要
旨

　

松
平
定
信
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）、
盛
岡
藩
で
は
領
内
の
遠
野
南
部

家
と
櫛
引
八
幡
宮
で
所
蔵
す
る
古
鎧
の
写
し
絵
図
を
作
成
し
て
差
し
上
げ
た
。
翌
年
、
定
信
は
白
河

藩
士
・
田
井
仲
（
元
陳
）
と
絵
師
・
大
野
文
泉
を
東
北
に
派
遣
し
、
盛
岡
藩
領
内
に
あ
る
古
鎧
を
実

地
に
調
査
さ
せ
た
。
後
日
、
松
平
家
か
ら
は
こ
の
調
査
で
世
話
に
な
っ
た
人
々
に
お
礼
が
届
い
た
。

以
上
の
経
過
を
関
係
資
料
か
ら
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

松
平
定
信
、
田
井
元
陳
、
大
野
文
泉
、
遠
野
南
部
家
、
櫛
引
八
幡
宮

一
四




